
 

 

 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘによる 

 結晶方位のシュミレーション 

 

 

 

 

 

 

 

 Rigaku,PANa,Bruker社測定極点図から、ODFを試用出来るソフトウエアを 

 CDROMでご提供致します。 

 HelperTexへ問い合わせください。（odftex@ybb.ne.jp） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１６年０４月０７日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｒｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

     XRD-source¥XRD-資料¥LaboTex¥LaboTexのシュミレーション 



概要 

 材料の異方性を調べる場合、極点測定からＯＤＦ解析が行われ、結晶方位の定量が行われる。 

   ＯＤＦ図上の方位密度が高い位置のＥｕｌｅｒ角度（ψ１、Φ、ψ２）から結晶方位(hkl)[uvw]が 

   計算され、Ｅｕｌｅｒ角度の広がりを考慮した体積から定量が行われる。 

   極点図―＞ＯＤＦ解析－＞結晶方位の定量が行われます。 

   結晶方位には、ｃｕｂｅ、ｂｒａｓｓ，ｇｏｓｓ，ｃｏｐｐｅｒなどがあり、これらがデータベース化 

   されていて、ＯＤＦ図とこのデータベースを見比べて可能性の高い結晶方位が自動的に検出されています。 

   今回は、ＬａｂｏＴｅｘによる結晶方位―＞ＯＤＦ－＞極点図、逆極点図の逆の流れを調べてみます。 

 

ＬａｂｏＴｅｘのデータベース 

   

   

      

 ２６種類の結晶方位が登録されていて、追加も可能 

 

 

 

 

 



結晶方位としてｇｏｓｓ方位、５０％をシュミレーションしてみます。 

  

 作成されるＯＤＦ図 

  

 

 

 

 



作成される極点図 

 

 

 

作成されるＦｕｌｌ逆極点図 

 

 

作成される逆極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 



極点図測定からの流れ 

入力極点図（ＣＴＲソフトウエア） 

  

  

 

ＬａｂｏＴｅｘによるＯＤＦ解析 

  

 

 

 



結晶方位の定量 

  

 VolumeFractionとして４８％が求められます。 

 

入力極点図から計算した ODF図（左）と定量結果、ｇｏｓｓ４８％から計算したＯＤＦ図（右） 

 

 

 

ＣＴＲソフトウエアと各種ＯＤＦ解析ソフトウエアはＨｅｌｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅで扱っています。 

ODF解析を試用出来る CDROMを配布しております。HelperTexサイトから請求して下さい。 

          HelperTex Office 

 


